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博士論文の要旨

　周期ポテンシャル中の1電子系の量子状態はプロッホ状態であり、エネルギー固有値の波数
空間における分散関係で特徴付けられる。分散関係が波数依存性を持たない、フラットバンド

（以下FB）と呼ばれる特異な分散関係は、1980年代にD．　WeaireやB．　Sutherland等により

調べられ始め、1990年代にはE．Ueb，　A．　MielkeやH．　Tasaki等により磁性発現のモデルと

して提案された。しかし、磁性発現モデルとしてのFIBモデルはかなり特殊なモデルであった

ために、特異な電子系としてのより広い観点からの研究がなされていなかった。

　このような背景の下、申請者西野信也は、先ずFBの構成要因を調べ、周期系の中に局在波動

関数が存在することが、ほぼ必要十分な条件であることを突き止め、具体的に結晶の対称群の

規約表現の基底となる局在波動関数の存在条件を調べて、現実に存在する2次元および3次元の

構造上の電子系でかなり自由にFBが構成出来ることを明らかにし、それらの新しいFB系の
いくつかについて、磁性の発現も確認した。

　申請者は更に、この構成されたFB電子系の持つ磁性以外の特異な性格を明らかにするべく、

先ず3次元で全てのバンドがフラットになる究極のFB系を構成し、その系に不規則性を徐々に
導入し、通常のアンダーソンの非局在一局在転移とは異なる、新しい局在一非局在転移が存在す

ることを明らかにしつつある。更に、申請者はFB電子系の理論を格子系に適用して、様々な

特異な格子系の性格をも明らかにしつつある。

　これらの成果は数編の学術論文にまとめられ公表され、また公表されつつあり、また国際会議

でも報告されている。

4∠鱈



－ 440 － － 441 －

審査結果の要旨

　本学位論文におけるこれらの知見は、従来主として磁性の分野で限定的に議論されて来たFB

系をもっと広範な物性の分野で議論するための道を切り拓く端緒となるものであり、また具体例

の一つであるランダムFB系における新たな局在一非局在転移の発見は、不規則性の導入により
波動の干渉効果が起こり波動関数は局在するというアンダーソン局在のパラダイムの修正を促す
ものである。

　全体として、フラットバンド物理とでも呼ぶべき新しい学問の領域を切り拓く役割を果たすも

のであり、また新機能予測や物質設計に関する応用的な内容への糸口を与えるものである。

以上の観点から、本論文は博士（工学）の学位論文として十分その価値があるものと判断する。
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